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高島城祭に向けて「諏訪龍神の舞」の練習に励むメンバー

「
諏
訪
龍
神
の
舞
」
練
習
に
熟

諏
訪
市
本
町
　
8

2
丁
目
有
志
ら
　
2

日
の
高
島
城
祭
へ

2
8
日
に
開
く
高
島
城
祭
に
向

け
、
諏
訪
市
本
町
2
丁
目
の
有
志

ら
が
受
け
継
ぐ
「
諏
訪
龍
神
の

芦
の
練
習
が
熟
を
帯
び
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
中
止
、
娩
模
縮
小
が
続
き
、

祭
り
の
通
常
開
催
は
4
年
ぶ
り
。

地
域
の
人
た
ち
や
観
光
客
の
に
ぎ

わ
い
が
戻
る
こ
と
を
期
待
し
、
諏

訪
の
伝
承
を
基
に
し
た
演
舞
に
磨

き
を
か
け
て
い
る
。

舞
に
取
り
組
む
「
諏
訪
龍
神
」

に
よ
る
と
、
昭
和
3
0
年
代
ご
ろ
、

上
諏
訪
駅
周
辺
の
複
数
の
町
内
が

そ
れ
ぞ
れ
竜
神
を
作
り
、
練
り
歩

い
た
の
が
始
ま
り
。
本
町
2
丁
目

は
、
地
元
の
日
本
舞
踊
花
ノ
本
流

師
範
に
振
り
付
け
を
依
頼
し
、
雄

竜
と
雌
竜
の
2
体
を
制
作
。
諏
訪

大
社
の
男
神
が
竜
に
姿
を
変
え
、

女
神
の
も
と
へ
渡
る
御
神
渡
り
の

伝
承
を
表
現
し
続
け
て
い
る
。

現
在
は
1
0
～
6
0
代
の
約
2
0
人
が

所
属
。
5
月
中
旬
の
午
後
8
時
す

ぎ
、
本
番
に
向
け
て
地
元
の
駐
車

場
で
本
格
的
な
練
習
に
入
っ
た
。

明
か
り
が
と
も
り
、
全
長
1
8
㍍
の

壁
雫
1
5
㍍
の
雌
竜
が
暗
闇
に
舞

い
上
が
る
。
メ
ン
バ
ー
は
頭
、
胴
体
、

尾
を
分
担
し
、
2
体
が
勇
ま
し
く

飛
び
回
っ
て
絡
み
合
う
伝
統
の
所

作
を
確
認
。
天
に
向
か
っ
て
頭
を

も
た
げ
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
鎮
座

す
る
姿
は
一
層
の
迫
力
を
生
ん
だ
。

5
年
目
で
初
め
て
雌
竜
の
頭
部

を
担
当
す
る
土
橋
伸
一
郎
さ
ん

（
苔
は
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
憧
れ

続
け
、
よ
う
や
く
任
せ
て
も
ら
え

た
。
生
き
生
き
と
し
た
龍
神
を
見

せ
た
い
」
と
意
欲
。
2
0
年
以
上
参

加
す
る
柳
澤
虞
明
さ
ん
（
5
0
）
は

「
や
っ
と
大
勢
の
人
に
披
露
で
き

る
」
と
熟
を
込
ぬ
た
。

高
島
城
祭
に
は
初
回
か
ら
出
演

す
る
同
団
体
。
代
表
の
土
橋
宏
次

を
ん
（
6
8
）
は
「
昨
年
は
観
衆
が
わ

ず
か
で
寂
し
い
会
場
だ
っ
た
」
と

振
り
返
り
、
「
諏
訪
の
財
産
で
も

あ
る
勇
壮
な
舞
を
披
露
し
、
祭
り

を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
し
て
い

る
。
　
　
　
（
小
山
眞
由
美
）


